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■IPTVサービス動向

 インターネットを介してハイビジョン放送コンテンツを含め、高品質の映像コンテンツを配信するサービスの総称。

• 地上デジタル放送の重要な補完手段、放送コンテンツのマルチユース先としても、有力な媒体として注目。

• IPTVサービスは、①ＩＰマルチキャスト再送信、②ＩＰマルチキャスト自主放送、③コンテンツのダウンロード、

④ＶＯＤ、⑤放送連携の５つに分類可能。

世界のIPTV加入者は急速に増加（ブロードバンド・フォーラム発表、２００９年６月）。

• ２００９年（1Q）における世界のIPTV加入者は約２４００万人

■①DSL 約６５％ ②ケーブルモデム 約２１％ ③光ファイバー 約１２％

■西欧１１４０万人、北米５３０万人（２００９．９時点）

■事例：米国 → テレビドラマ翌日ダウンロード（アップル等）、ＩＰマルチキャスト放送（ＡＴ＆Ｔ、ベライゾン）

サービス名 AOL video Amazon Unbox Apple iTunes

ジャンル ドラマ、音楽、アニメなど ドラマ、音楽、アニメなど ドラマなど

番組例
PRISON BREAK、24、Smith、the NINE、

MTV等

PRISON BREAK、24、CSI、 Survivor、

MTV等

PRISON BREAK、24、 Desperate

Housewives等

料金 １話 1.99ドル １話 1.99ドル 1話 1.99ドル

配信形態 ダウンロード ダウンロード ダウンロード（サイト掲載が翌日の例もあり）

米国におけるテレビ番組のネット配信サービス（例）米国におけるテレビ番組のネット配信サービス（例）
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■諸外国におけるＩＰＴＶサービス（IPマルチキャスト放送）

香
港
香
港

・地上波再送信及び有料テレビ（最大89ch）
・ＶＯＤサービス及びＣａｔｃｈ－ｕｐＴＶ（見逃し視聴）サービス

約８２万
（2009年9月末現在）

SK BroadbandhanaTV

・地上波再送信及び有料テレビ（最大84ch、アラカルトプラン8,000ウオン～/月）
・VODコンテンツが豊富（約8万タイトル）

約７８万
（2009年9月末現在）

Korea TelecomMegaTV韓
国
韓
国

・地上波再送信及び有料テレビ
・VODサービス及びＣａｔｃｈ－ｕｐＴＶ（見逃し視聴）サービス

約４３．３万
（2009年6月末現在）

BTBT Vision

名名 称称 提供主体提供主体 加入数加入数 サービス概要サービス概要

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ

U-Verse TV AT&T
約１５８万

（2009年6月末現在）
・地上波再送信及び有料テレビ（最大360ch）
・複数のトリプルプレイセット（74$～185$/月）

FiOS TV Verizon
約２５２万

（2009年6月末現在）
・地上波再送信及び有料テレビ（140ch～250ch、39.99$～57.99$/月）
・VODサービス（約16,000本）

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス Tiscali TV Tiscali

約１０万
（2008年12月末現在）

・地上波再送信及び有料テレビ
・ＶＯＤサービス及びＣａｔｃｈ－ｕｐＴＶ（見逃し視聴）サービス

ド
イ
ド
イツツ T-Home Deutsche Telekom

約４４．８万
（2009年6月末現在）

・地上波再送信及び有料テレビ
・ＶＯＤサービス

フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス

Orange France Telecom
約２１６．６万

（仏国全体で６２０万）
（2009年3月末現在）

・地上波再送信及び有料テレビ（基本85ch）、トリプルセットで39.9ユーロ/月
・VODサービス（約3,500本の映画）

Free Iliad
約３０４万

（無料視聴含む）
（2008年3月末現在）

・地上波再送信及び有料テレビ（基本150ch）、トリプルセットで29.99ユーロ/月
・VODサービス（約１万本の映画）

イ
タ
リ
ア

イ
タ
リ
ア

Alice Home TV Telecom Italia
約３６．５万

（2009年6月末現在）
・ＩＰストリーミングによる地上波再送信及び有料テレビサービス(約200ch)
・オンデマンドによるＶＯＤサービス及びＣａｔｃｈ－ｕｐＴＶ（見逃し視聴）サービス

FastWeb FASTWEB
約２５万

（2008年6月現在）
・ＩＰストリーミングによる地上波再送信及び有料テレビサービス
・オンデマンドによるＶＯＤサービス及びＣａｔｃｈ－ｕｐＴＶ（見逃し視聴）サービス

NOW Broadband TV PCCW
約９９万

（2009年6月末現在）
・地上波再送信及び有料テレビ（独自番組が多く最大170ch、12HK$～/月）
・複数のトリプル/クアドロプレイセット

ここ数年で急速に拡大しつつある欧米、アジア主要国のIPマルチキャスト放送
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■我が国のＩＰＴＶサービス等（IPマルチキャスト放送を中心に）

・セルDVD配信（５，０００タイトル）

（Ｈ２１．９にサービス停止）

ブロードバンドユーザのPC向けに

DVDを配信

Ｈ１９．９KDDIDVD Burning

・VOD（約８，０００タイトル）、

見逃し番組（NHKオンデマンド）

・ニュース等双方向情報提供

デジタルTV（アクトビラ対応）及び

ブロードバンド回線ユーザを対象

にVODサービスを提供

Ｈ１９．２アクトビラアクトビラサービス

・多チャンネル放送（約１０ｃｈ）

・VOD（約１０，０００タイトル）

（PC向け「ＧｙａＯ」はYahoo!に統合）

フレッツ光ユーザを対象に放送

サービスを提供

Ｈ２０．１１USENGyaO NEXT

・多チャンネル放送（中国人、ブラジ

ル人コミュニティ、マンション向け）

・VOD（常時２５０タイトル）

特定コミュニティ（中国人等）のフ

レッツ光など光回線利用者を対象

に放送サービスを提供

Ｈ２０．４クーレボクレアトゥール

チャンネル

・多チャンネル放送（約７０ｃｈ）

・VOD（約１０，０００タイトル）

NHKオンデマンド

オンデマンドTV等のサービスを集

約し、フレッツ光ユーザを対象に放

送サービスを提供

Ｈ１７．６NTTぷららひかりTV

・多チャンネル放送（約４０ch）

・VOD（約５，０００タイトル）

ひかりoneユーザを対象に放送

サービスを提供

Ｈ１５．１２KDDIひかりone

（MOVIE ＳPLASH）

・多チャンネル放送（約４０ch）

・VODはＨ２１．８に停止

Yahoo!BB（ADSL/光）ユーザを対

象に放送サービスを提供

Ｈ１５．３ビービーケーブルBBTV

サービス概要提供形態サービス
開始時期

提供主体名称
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■諸外国の日本のIPTV加入率とBB加入率との関係（動向のまとめ）

現時点のIPTV先進国は、規模感ではフランス、米国、韓国

潜在的な中国市場の急成長やポルトガル等の各国への広がりが見えつつある
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IPTV加入数規模
・円上の矢印と数字(%)は、
08年1Q→09年1Qの
IPTV加入数の成長率

*グラフ内各国の平均値

36%

フランス

44%

カナダ
日本

各国のIPTV累計加入数
(万人,09年1Q時点)

ＩＰＴＶ加入率平均*

BB加入率平均*

フランス 637
米国 415
中国 285
韓国 145
香港 114
ドイツ 89
日本 79
イタリア 79
スペイン 71
台湾 69
ベルギー 56
イギリス 49
スウェーデン 43
ポルトガル 38
オランダ 29
カナダ 28



バンドルサービス型IPTVサービスの機能に対する
市場ニーズ

バンドルサービス型IPTVサービスの機能に対する
市場ニーズ
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サービス導入容易性
重視

413人
（41.3％）

サービスバンドリング
要素重視

273人
（27.3％）

■FTTH等ブロードバンドサービスとのバンドルサービスに関する市場ニーズ（１）

ユーザ効用によるクラスタ分析では、IPTVに関する期待に関して、ユーザは以下の５ゾーン分類が可能。

 モバイルとの連携ニーズの高さに注目

経
済
性
の
重

視
度

低

全分析対象者
1,000人
（100％）

高

サービス重視
686人

（68.6％）

経済性重視
314人

（31.4％）

お得感・拘束条件重視
108人（10.8％）

経済性重視
206人

（20.6％）

お得感・拘束条件重視
108人（10.8％）

経済性重視
206人

（20.6％）

モバイル系
一括処理重視
251人（25.1％）

サービス移行容易性
重視

162人（16.2％）
サービス導入容易性

重視
413人

（41.3％）

経済性重視
314人

（31.4％）

サービスバンドリング
要素重視

273人
（27.3％）

サービスバンドリング
要素重視

273人
（27.3％）
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ｻｰﾋﾞｽ
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割引

移行手続
期間

固定電話
ｻｰﾋﾞｽ

ﾃﾚﾋﾞｻｰﾋﾞｽ 途中解約
違約金

最低契約
期間

ﾃﾚﾋﾞ番組
見逃し視聴

ｻｰﾋﾞｽ

料金一括
支払い

ｻｰﾋﾞｽ一括
申込み

寄
与
度

商品選択への影響小商品選択への影響大

■FTTH等ブロードバンドサービスとのバンドルサービスに関する市場ニーズ（３）

①ユーザはサービスバンドリング要素、料金水準要素、サービス導入・利用要素の順で重視

②バンドリング要素はインターネット接続、移動体電話、固定電話、テレビサービス、見逃し視聴の順で重視

③バンドルサービスの一機能として提供する場合、料金水準の低下とセットでお得感を訴求する必要あり

【【FTTHFTTHとセットのとセットのIPTVIPTVを利用する場合、重視する点を利用する場合、重視する点】】



IPTVサービスの拡大に向けてIPTVサービスの拡大に向けて
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■IPTV拡大に向けた多面的なアプローチの必要性

事業者マーケティング努力

１）インタフェースのよさの追求（技術）

２）サービス機能の充実（特に録画）

３）魅力的なバンドルサービス

４）魅力的なコンテンツサービス

⇒まずは、先進諸国のサービスレベルにキャッチアップ

政策的なアプローチ

１）通信・放送融合を加速する法体系

２）NTT再再編に絡む業法問題

３）IPTVの信頼性を担保する共通ロゴ、ＱｏＥ（クオリティオブエクスペリエンス）などの事業環境整備

４）技術標準、サービスフレームワークを促進する制度

・モバイル連携

・any deviceコンテンツ流通

・日本に特徴的なテレビ一体型IPTVなどのグローバル普及

⇒新たなIPTVサービスフレームワークの促進




